
地域住民からの意見聴取方法



ご意見を頂く方法について
ご意見を頂く方法として、一般的に以下の方法などがあります。

意見を頂く方法

集会：
説明会、フォーラム、シンポジウム等

・意見を言いやすいこと、選択肢が設
定されることから、賛成・反対等の集約
された意見を広く聴くことができる。

・疑問点のキャッチボールが難しい。

・訪問面接方法などは時間とコストが
かかる。

意見募集：
縦覧、広報誌、広告、インターネット、
電子メール等

・意見を言いやすいことなどから、広く
意見をお持ちの方から意見を聴くこと
ができる。

・疑問点のキャッチボールが難しい。

アンケート：
郵送、訪問留置、訪問面接法等

特徴

・参加者は関心がある人が中心。

・詳細に内容を説明できる。その上で
意見を聴くことができる。



庄川水系河川整備計画原案への
意見聴取の考え方とメニュー（案）

【意見聴取の考え方（案）】

整備計画への関心の有無に関わらず、地域住民から広くご意見
を頂くために、縦覧コーナー設置・広報誌・インターネット等による
意見募集を行う。

また、整備計画に積極的に意見を言いたい方、詳しく整備計画の
説明を聞きたい方のために、説明会を開催する。

【意見聴取のメニュー（案）】

１．縦覧コーナー設置による意見募集
２．広報誌による意見募集
３．インターネット等による意見募集
４．説明会の開催



下記の場所に計画原案の縦覧ができるコーナーを設けて、ご
意見を募集します。

◆実施時期：２月中旬～３月上旬

◆実施場所：
【国土交通省】 富山河川国道事務所（富山市奥田新町２番１号 ）

富山河川国道事務所大門出張所（射水市二口２５４７－３ ）

利賀ダム工事事務所（砺波市太郎丸１丁目５番１０号）

【高岡市】 高岡市役所、その他施設

【射水市】 射水市役所、その他施設

【砺波市】 砺波市役所 その他施設

【南砺市】 南砺市役所、その他施設

◆周知方法：事務所ホームページ、広報誌、CATVなど

◆説明方法：原案の縦覧と概要版配布

１．縦覧コーナー設置による意見募集

富山河川国道事務所

縦覧スペース



富山河川国道事務所の広報誌（概要版）を配布し、ご意見を
募集します。

◆実施時期：２月中旬配布

◆実施方法：富山河川国道事務所の広報誌「すいすい」増刊号

◆配布先 ：河川関係者、行政センター、学校、図書館など

◆配布部数：３０００部強

広報誌「すいすい」イメージ

２．広報誌による意見募集



３．インターネット等による意見募集

富山河川国道事務所（パレットとやま（※））のホームページで
原案を公表し、意見募集します。

◆実施時期：２月中旬～３月上旬

◆実施方法：富山河川国道事務所ホームページ

http://www.hrr.mlit.go.jp/toyama/siryo/plan_syo.html

◆周知方法：利賀ダム工事事務所ホームページ等からリンク、CATVなど

◆説明方法：原案・概要版の掲載、動画の活用

＜参考＞

富山河川国道事務所トップページアクセス数：

約１万３千回／月

（※）パレットとやまは富山河川国道事務所のコミュニケーションネーム。



◆実施時期：３月上旬

◆実施場所:高岡市、射水市、砺波市、南砺市のアクセスが良く人が集ま
りやすい集客施設や公共施設

◆実施回数:合計４回程度

◆周知方法:事務所ホームページ、事務所広報誌、CATVなど

◆説明方法:想定される参加者の人数や関心等に応じて説明

①パワーポイント説明と質疑応答形式

②説明ビデオ放映・パネル展示・担当者の補助説明と意見聴取

４．説明会の開催

参加人数が確保されるよう工夫しながら、沿川地域で説明会
を開催します。
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庄川水系河川整備計画（原案）に対する意見募集
◆実施期間：２月中旬～3月上旬（約１ヶ月間）

１.縦覧コーナー設置による意見募集
２.広報誌を活用した意見募集

（2月中旬配布予定）
３.インターネット等による意見募集
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４.説明会の開催

意見募集準備

説明会準備


